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■人権ってなあに 17Ｐ
■インフォメーション 18・19Ｐ
■裏表紙　長浜クリスマスマーケット 20Ｐ

平成20年12月号

秋の全国火災予防運動にあわせて、市立北
保育園(神照町)で「火の用心ちびっこフェスタ」
が開催されました。
この催しは、火災の発生しやすい時期を前

に、幼年期から防火に対する意識を身につけ
てもらおうと、湖北地域幼少年女性防火委員
会長浜支部と長浜消防署が協力して、毎年こ
の時期に行われています。
園児たちは、給食室から
出火したという想定で避難
訓練を行い、その後、風船
を使ったバケツリレーや放
水、起震車による地震の揺
れなどを体験し、楽しみな
がら火の恐ろしさなどを学
んでいました。
11月に入ってから、市内では大きな火事が

数件発生しています。
冬は、暖房器具などで火を使う事が多く、

空気も乾燥して火災が起こりやすい時期です。
何かとあわただしく火に対する注意がおろそ
かになりがちですが、火を使った後や、お出
かけ前、就寝前にはもう一度火の元を確かめ
ましょう。

今 月 の 表 紙

特集
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長浜市財政

平成19年度決算報告
長浜市の平成19年度決算がまとまりました。

みなさんに納めていただいた貴重な税金が、ど
のように使われたのかを知っていただくため、
その概要をお知らせします。

▼
19
年
度
決
算
の
特
徴

19
年
度
は
、「
長
浜
市
基
本
構

想
」(

平
成
19
年
６
月)

に
掲
げ
ら

れ
た
「
協
働
で
つ
く
る
輝
き
と
風

格
の
あ
る
ま
ち
長
浜
」
を
実
現
す

る
た
め
、「
豊
か
な
人
間
性
を
育

み
、
市
民
が
活
躍
す
る
ま
ち
」

「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
」「
住
み
や
す
さ
が
実
感
で
き
、

自
然
を
慈
し
む
ま
ち
」
の
３
つ
を

基
本
目
標
と
し
て
、
計
画
的
か
つ

先
進
的
な
施
策
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。
あ
わ
せ
て
、「
長
浜
市
集

中
改
革
プ
ラ
ン
」(

平
成
18
年
12

月)

に
基
づ
き
、
持
続
可
能
な
行
財

政
基
盤
の
確
立
に
向
け
た
取
組
み

を
行
い
ま
し
た
。

19
年
度
の
決
算
は
、
歳
入
の
確

保
お
よ
び
歳
出
の
効
率
的
な
執
行

と
経
費
の
節
減
に
全
庁
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
だ
結
果
、
一
般
会
計
に

お
い
て
、
歳
入
が
約
３
６
７
億
円
、

歳
出
が
約
３
６
２
億
円
と
な
り
、

翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源(

約

８
千
万
円)

を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
は
、
約
５
億
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。
特
別
会
計
に
お
い
て
も
、

老
人
保
健
特
別
会
計
を
除
い
て
黒

字
と
な
り
、
全
体
と
し
て
収
支
の

均
衡
を
保
持
し
て
い
ま
す
。
老
人

保
健
特
別
会
計
は
赤
字
に
な
り
ま

し
た
が
、
赤
字
分
は
20
年
度
に
１

年
遅
れ
で
国
か
ら
補
助
金
等
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

▼
今
後
の
見
通
し

市
税
収
入
は
税
源
移
譲
分
が
一

定
額
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
地
方

交
付
税
や
国
・
県
支
出
金
の
縮
減

が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
大
変
厳
し

い
財
政
運
営
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

合
併
の
特
例
措
置
で
あ
る
普
通

交
付
税
の
合
併
算
定
替
え
に
よ
る

増
加
額(

約
10
億
円)

が
あ
る
期
間

内
に
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、

持
続
可
能
な
財
政
基
盤
を
確
立
す

る
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た
資
源
を

有
効
活
用
し
、
少
な
い
経
費
で
大

き
な
効
果
を
上
げ
る
よ
う
、
予
算

の
適
正
執
行
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

一般会計　　　　決算額 

361億7,032万円 
一般会計　　　決算額 
367億2,576万円 

人件費(15.1％・100.8％) 
54億7,837万円 
職員給与、議員報酬など 

市税(33％・111.4％)  
121億740万円 
みなさんから納めていただく市民税 
や固定資産税など 
 

(　)内は、構成比率・前年度比 (　)内は、構成比率・前年度比 

諸収入(11.9％・97.6％)  
43億6,396万円 
貸付金の元利収入など 

使用料・手数料(1.1％・82.7％) 
3億9,912万円 
市の施設の使用料や入館料、 
住民票などの証明手数料など 

その他(6.8％・191.2％)  
25億523万円 
分担金・負担金、繰入金、繰越金 
など 

地方交付税(18.6％・90.6％) 
68億1,375万円 
市が標準的な仕事をする際に、不足 
する財源として、市の財政状況に応 
じ、国から交付されたお金 

国庫・県支出金(12.5％・97％) 
45億8,969万円 
特定の目的のために国や県から 
交付されたお金 

市債(12.2％・127.5％) 
44億9,060万円 
市の借金のこと。学校建設など大規 
模な事業を行うため、国や金融機関 
からなどから借りたお金 

交付金(4％・64％)  
14億5,601万円 
国から一定の割合で配分、 
譲与されるお金 
※地方譲与税、地方消費税交付金など 

52.852.8％ 

自
　
主
　
財
　
源

自
　
主
　
財
　
源 

52.8％ 

自
　
主
　
財
　
源 

47.247.2％ 

依
　
存
　
財
　
源

依
　
存
　
財
　
源 

47.2％ 

依
　
存
　
財
　
源 

46.746.7％ 

一
般
行
政
経
費

一
般
行
政
経
費 

46.7％ 

15.3％ 

一
般
行
政
経
費 

投
資
的 

経
費 

扶助費(11.9％・105.3％) 
42億9,388万円 
各種医療費の助成や児童手当など 
 

公債費(11％・115.6％) 
39億7,365万円 
借り入れた市債の返済のためのお金 
 
 物件費(10％・97.3％) 
35億9,942万円 
施設管理や事業運営などのお金 
 
維持補修費(0.5％・150.8％) 
1億6,752万円 
施設や道路などの維持補修に 
かかったお金 

補助費(11.3％・95.1％) 
41億365万円 
特定の事業や団体への補助金や 
湖北広域行政事務センターへの 
負担金など 

積立金(7.3％・398.7％) 
26億4,720万円 
特定の目的のために積み立てたお金 

貸付金・投資出資金(9％・93.8％) 
32億7,164万円 
他の会計への出資金など 

繰出金(8.6％・101.8％) 
30億9,362万円 
特別会計に繰り出したお金 

建設事業費等(15.3％・89.9％) 
55億4,137万円 
道路や公園、学校などの建設費など 

3838％ 

義
務
的
経
費

義
務
的
経
費 

38％ 

義
務
的
経
費 

　人件費　　　　 
前年と比べ職員総数
は20人減少しました
が、46人の退職者が
あり、退職手当を支
給したため、前年並
みとなりました。　

　公債費　　　　 
長期借入金の定期償
還や公的資金等の繰
上償還を行いました。

　市税　　　　　 
国から地方への税源
移譲などで個人市民
税が増えたほか、マ
ンション建設や工場
の増設により固定資
産税が増加しました。 
　地方交付税　　 
市税が増加したのに
伴い減少しました。 

　市債　　　　　 
通常債は投資的経費
の抑制により減少し
ましたが、合併特例
基金債を約21億円借
り入れたため、総額
は増加しました。　 
※基金債は後年度、
７割が交付税措置さ
れます。　　　　　 
　積立金　　　　　 
上記基金債を「協働
でつくる長浜まちづ
くり基金」として積
み立てました。　　 
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